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結果の概要
2018/12-2019/7調査分

発送数 20,488
参加施設数 166施設
回収数 8,935(回収率43.6%)
報告対象 7,080

グループ 対象⼈数

A:希少がん患者 797 (11.3%)
B:若年がん患者 709 (10.0%)
C:⼀般のがん患者 5,574 (78.7%)

内訳

47.6%52.1%

平均66.4歳



「受けた医療への総合的評価」
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(問23)総合的な評価結果(0-10点)

平均7.9点
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

納得いく治療選択ができた⼈
(問15-2)

専⾨的な医療を受けられたと思う⼈
(問20-8)

これまで受けた治療に納得している⼈
(問20-10)
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

治療決定までに、医療スタッフから治療に関する
⼗分な情報を得ることができた⼈（問15-1）

治療開始前に、担当医からセカンドオピニオン
について話があった⼈(問13)

治療開始前に、妊孕性への影響に関して
医師から説明があった⼈（問16）

治療開始前に就労の継続について
医療スタッフから話があった⼈(問28)

⾝体的つらさがある時に、すぐに医療
スタッフに相談できると思う⼈(問35-5)

⼼のつらさがある時に、すぐに医療
スタッフに相談できると思う⼈(問35-6) 本⼈回答対象

「医療側の説明・対応」

本⼈回答対象

・診断時就労していた⼈対象

40歳未満対象

セカンドオピニオンについて尋ねた⼈
・希少がん患者10.9%
・若年がん患者16.3%
・⼀般がん患者8.8%
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がん相談⽀援センターの認知度(問31)

ピアサポートの認知度(問32)

臨床試験の認知度(問33)

ゲノム医療の認知度(問34)

「各制度・⽤語の認知度」

・役に⽴ったと回答した⼈
は、うち、86.9%

・役に⽴ったと回答した⼈
は、うち、88.1%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

がん患者の家族の悩みや負担を
相談できる⽀援・サービス・場所が
⼗分あると思う⼈（問30-2）

職場や仕事上の関係者から
治療と仕事を両⽅続けられるような
勤務上の配慮があったと思う⼈(問26)

治療と仕事を両⽴するために
社内制度を利⽤した⼈(問27）

「制度・⽀援の活⽤」

・診断時就職していた⼈対象
・「時間単位、半⽇単位の休暇制度」18.4%

診断時就職していた⼈対象

・本⼈回答：48.7％
・本⼈以外（家族やその他）：44.5％



「AYA世代をとりまく状況」ここでは19〜39歳（⼩児は除く）
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費⽤での治療変更・断念した 誰かに相談できた
（治療開始前）

医療者との対話できた ⾝体的つらさの相談できた こころのつらさの相談できた

希少がん患者 若年患者 ⼀般のがん患者

（注意）若年患者グループは
⼥性が8割



今後について

〇経年的にエビデンスを蓄積し、継続した評価体制を維持する

〇分野別詳細解析
・⾼齢者
・地域ごと
・⻑期療養患者、がん登録情報との連結可能患者
・項⽬別（就労の問題、妊孕性の課題）

など…
〇提⾔書のまとめと公表（研究班）
〇⼩児の患者体験調査は別途解析中
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